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■
地
域
全
体
で
見
守
る「
防
犯
」

広
島
市
安
芸
区
で
起
こ
っ
た

痛
ま
し
い
事
件
か
ら
、
１
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
決
し

て
他
人
事
で
は
な
く
、
私
た
ち

に
と
っ
て
風
化
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
大
き
な
問
題
で
す
。

熊
野
町
で
は
、
事
件
前
か
ら

様
々
な
「
防
犯
」
に
取
り
組
み
、

「
犯
罪
の
な
い
安
心
し
て
生
活

で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
的

と
し
た
「
熊
野
町
防
犯
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」（
友
田
公
平
会

長
）
を
設
立
し
て
い
ま
す
。

構
成
は
、
自
治
会
、
各
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
商
工
会
、
郵
便
局
、
警
察
、

行
政
な
ど
で
す
。

現
在
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
よ
る
子
ど
も
の
見
守
り

活
動
や
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
登
録
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の

住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識

も
芽
生
え
、
防
犯
の
輪
は
確
実

に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

町
で
は
引
き
続
き
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

無
理
を
せ
ず
、
で
き
る
こ
と
か

ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
熊
野
町
防
犯
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

熊
野
町
防
犯
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
事
務
局
（
生
活
環
境
課
内
）

℡
820
―

５
６
０
６
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熊野町防犯まちづくり協議会
会長　友田公平

防犯活動のポイントは、

とにかく『継続すること』が

重要です。そのためには無理

のない方法で、各自ができる

ことをしていただく、これが

１番大切だと思います。『防

犯に期限なし』町全体で犯

罪のない安全で、安心して暮

らせる熊野町を目指します。

実 施（ 対 象 ）小 学 校 団 体 名 称 

熊野第四小学校 
つくしの会 

熊野第二小学校 熊野第二小防犯パトロール隊 

熊野地区マツダOB会 

熊野町女性会 

呉地　喜楽会 

熊野第一・二・三・四小学校 

広島南厚生年金受給者協会 
熊野・阿戸地区協議会 

▲熊野町女性会

▲熊野地区マツダＯＢ会

▲つくしの会

▲呉地　喜楽会

▲広島南厚生年金受給者協会
熊野・阿戸地区協議会

熊
野
第
二
小
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

児
童
下
校
時
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル
・
見
守
り
活
動

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
町
内
の
小
学
校
児
童
の
下

校
時
間
に
合
わ
せ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
・
見
守
り
活
動
を
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
取
組
み

地
域
住
民
等
の
協
力
で
、
車
に
「
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
」

マ
グ
ネ
ッ
ト
を
貼
付
し
、
外
出
時
、
移
動
時
に
も
「
防
犯
」

を
た
え
ず
意
識
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動

熊
野
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
で
は
、「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と

書
か
れ
た
シ
ー
ト
と
腕
章
を
作
成
。
町
で
は
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
「
防
犯
キ
ャ
ッ
プ
」
と
「
反
射
材
付
た
す
き
」
を
配
布
。

「
犯
罪
の
な
い
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
」へ

「犯罪のない安心して生活できるまち」へ

▲町内各所で防犯の目が！

遠藤文男さん（出来庭）
昭和39年に海上自衛

隊に入隊後、９年間を

艦船で射撃管制の業務

に従事。その後は総監

部の人事課で定年まで

を勤務されました。

今回の受章に際して、「妻や家族のお

かげです。上司、先輩、同僚にも恵まれ

ました。これからも何らかの形で社会

に貢献したいです。」と話されました。

片桐堯さん（呉地）
昭和35年に海上保安

庁に入庁後、42年間船

上で主計士として、た

くさんの船員や潜水士

などをサポートしてき

ました。

今回の受章に際して、「何と言って

も先輩、同僚、部下など皆さんあって

の受章です。特に家族、妻には本当に

感謝しています。」と話されました。

受章おめでとうございます
平成18年秋の叙勲

受章おめでとうございます
第7回危険業務従事者叙勲

碓井佐千江さん

瑞宝単光章

碓井佐千江さん（川角）
長年筆司として熊野

町の筆産業の発展に貢

献されています。また、

熊野筆マイスタースク

ールの講師など、後継

者の育成にも多大なご

協力を頂いています。

受章について、「大変光栄です。

受章を励みにしてこれからもがんば

ります。」と話されました。

瑞宝双光章

瑞宝単光章
（企画課）

（企画課）


